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文字の遊び、江戸時代にも
若い世代は携帯電話やインターネットのメールなどで、暗号
と見まがうような文字を操る。2001年ごろ女子中高生を中心に
広まったといわれる「ギャル文字」はその一つ。文字や記号を
組み合わせて、新しい表記を作り出した。なぜそんな手間をか
けるのか。日本語・漢字表記を研究する早稲田大学の笹原宏之
教授は「あえて苦労して打つことで相手への親密さや共感も伝

えているJとみる。
手書きと違い、メ
ールは誰が書いて
も同じ文字で味気
ない。工夫を加え
て個性を表現する
ほか、仲間うちで
の一体感を生み出
すというわけだ。

「ギャル文字J議めますか ?
ギャル文字 読み方

おレ£Dぅ おはよう

こωL=ちレ£ こんにちは

ありヵゞ
｀
⊂ ぅ あ りが とう

レニレまωけレヽ士″レヽ にほんけいさい

ギャル文字は最近、目新しきが薄れて下火になった。かわっ
て浸透してきたのは「ゆとり語」とも呼ばれるソフトな言葉。
「ぉはょぅ」といった小文字や記号・絵文字の多用、「まぢ」
のような「じ・ぢ・ず・づ」の意図的な置き換えが特徴だ。「か
わいいと感じていて、女子だけでなく一部の男子大学生にも広
まっている」 紹醐諷鐵D。
若者独特の文字表現は今に始まったことではない。1980年代
にはシャァプベンシルの普及などを背景に、曲線を多用し、結
びの部分を強調する手書きの「丸文字」が流行した。「日本語
の乱れ」「読みにくい」との声が多い一方で、大阪教育大学の
小野恭靖散慢 (日本文学)は「そもそも言葉遊びは伝統的な口
本の文化Jと指摘する。
江戸時代には文字を分解し、暗号のようにする遊び「風流文
字くどき通人こと,劇 力ヽあったという。なにやらギャル文字に
一脈通じる発想だ。「豊かな漢字、ひらがな、かたかなを持つ
日本語は遊びやすい言語。若者の表現はその多様な可能性を見
せてくれるともいえる」と話している。


